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３．具体的な検討内容

①砂防事業で取り組むべき遠隔・自動施工の方向性
②遠隔・自動施工を推進すべき具体的工事内容の抽出
③遠隔・自動施工の推進にあたり、実施すべき技術実証

１．背景と砂防事業の現状

建設業は、国土の安全・安心の確保など、地域の守り手として
不可欠な役割を担っている。しかしながら、特に中山間地域にお
いては、生産年齢人口の減少や建設業の担い手不足が顕著である。
国土交通省では、令和6年4月に「i-Construction 2.0」を策定
し、2040年度までに建設現場の省人化を少なくとも3割、すなわ
ち生産性を1.5倍に向上させることを目標に掲げ、取組を加速し
ている。
中山間地域で実施されている砂防関係事業においては、近い将
来、省人化の取組なしには工事ができなくなる。加えて、急峻か
つ狭隘な遠隔地の山間部における斜面や渓流、火山地域、河道閉
塞発生箇所など、砂防特有の厳しい環境下での工事が多く、生産
性および安全性の向上に資する取組が特に求められている。

２．検討委員会設置の目的

将来の建設業の担い手不足や土砂災害の多発化・激甚化に対応
するため、従前の安全を目的とする工事に加え、通常の砂防関係
工事においても、遠隔・自動施工の推進を図るために必要な事項
を検討する。

【砂防工事における遠隔・自動施工事例】
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